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　西ノ島町では、６月から７月にかけて蛍の季節です。西ノ島ふるさと案内人では、蛍を観光資源のひとつとし

て捉え、有志で町内の蛍の調査を行っています。

　その中で一番のお勧めスポットは、由良比女神社だそうです。沢山のヒメボタルが飛び交い、ぼんやりとした

明かりを灯した神社を背景にすると、とても幻想的に見えます。

　また、美田川の下流では６月１０日頃からゲンジボタルが見られましたが、７月初めごろには美田ダムの奥の

方へと出現場所が徐々に移っていくそうです。これには、蛍の孵化が温度や湿度との関係があると考えています。

　蛍は、暑くて湿度があり、風のない日によく見られるそうです。また、ゲンジボタルは流水のある所に生息し、

ヒメボタルは林の中や水のない所にも生息しますが、大山ダムの入り口では両方のホタルを一緒に見られます。

　蛍の生息場所から、ジオパークの特徴について、何か気づく

ことも出来るかもしれません。皆さんも来年、注意して観察し

てみてくださいね。

　お問い合わせは、西ノ島ふるさと案内人（TEL 08514-7-

8888・西ノ島町観光協会）まで。

▲飛び交う蛍　撮影：丹野 志摩
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　平成２９年６月、第２由良町営住宅の敷地内にある植樹や自生した木が住宅の屋根・壁・
電線に接触、今後も成長し影響が出る恐れもあるため伐採を行いました。
　住宅敷地に生えた草刈り等は入居者の皆様に行っていただいていますが、困難な作業な
どがございましたらご連絡頂けたらと思います。

　直径３０㎝、高さ１０ｍ近いこのカラスザンショウは、驚くことにコンクリートとフェンスの僅
かな隙間に根を張り成長していました。葉も大きく日光をさえぎり昼間でも薄暗い状態でした。
　枝だけでなく幹全体にもトゲがあるので、近づく際は注意が必要です。

▲隙間わずか 30cm ▲フェンスと一体化した幹 ▲周りが明るくなりました


